
 

 

 

 

 

 

 

令和３年度の決算が認定。 
                             ９月２日より始まりました定例区議会も１０月１４日に 

                            閉幕しました。議会の後半では、令和３年度の文京区一般 

                            会計・特別会計の歳入歳出決算の集中審議が連日開催され 

                            我が会派を含む賛成多数で全会計決算が認定されました。 

                                                     そして、現在は今年最後の定例区議会が開催されております。 

                                                      令和３年度一般決算の総額は、歳入が 1,343 億 9,400 万円 

                            で、対前年度比 6,0％の減、歳出が 1,258 億 9,700 万円で、 

                            対前年度比 4,7％の減となりました。差額の余剰金は、法律 

                            により半分が財政調整基金に入れられ、残りは一般財源とし 

                            て活用されます。歳入の主な特徴として、中でも根幹を成す 

                            特別区税収入ですが、対前年度比 0,5％増の 365 億 1,200 万 

                            円となりました。コロナの影響がある中でも、本区は人口 

                            が微増となっていることにより安定的な財源確保が可能と 

                            なりました。 

                            ※写真は、第４４回文京菊まつりでの一コマ、今年の菊人形 

                            は、NHK 大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」の３体（源頼朝、 

                            北条政子、北条義時）です。                                                                                                                                          

令和３年度における主要施策の概要（全文） 

 令和３年度の予算編成においては、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、特別区税や特別区交付金を始めとする一般

財源の減収が想定され、更に、地方法人課税の一部国税化や地方消費税の清算基準の見直し等の不合理な税制改正及びふる

さと納税等による影響を含め、極めて厳しい財政状況に陥ることが見込まれていました。 

区政においては、区民の健康と暮らしを守ると共に、感染症に伴う様々な社会変革に適応しつつ、地域経済の復興を図る

ため、迅速かつ着実に喫緊の区政課題を解決することが求められました。 

こうした中、３年度予算は文の京の総合戦略に掲げる主要施策の解決等に邁進するため、既存の分野や領域を超えた柔軟

な発想により、一層の創意工夫を凝らし、効率的・効果的で質の高いサービスを提供するための予算編成を行いました。「子

どもたちが輝く未来をつなぐ」ための施策については、私立認可保育所や小規模保育事業所の開設を行い、待機児童対策に

取組みました。また、Society5,0 の教室プロジェクトとして、学校での対面での授業を受けられない状況においても児童・

生徒の学習を継続するため、対面授業と遠隔・オンライン授業を同時に行う「ハイブリッド授業」が実施できる環境を整備

しました。次に、「健康で安心な生活基盤の整備」の施策につては、認知症の普及啓発と早期の気づきを支援するため、新

たに５５歳から７５歳までの５歳ごとの節目検診を実施し、検診の結果に応じた、切れ目ない適切な支援につなげるための

仕組みづくりを推進しました。次に、「活力と魅力あふれる街の創造」の施策については、非接触型の決済を促進し、商店

街の活性化及び個店の販売促進を支援するため、文京区商店街連合会が実施するキャッシュレス決済によるポイント還元事

業に補助を行いました。次に、「文化的で豊かな共生社会の実現」の施策については、東京 2020 オリパラ大会に向け、大

会の祝祭感を創出すると共に、区の魅力を発信しました。次に、「環境の保全と快適で安全なまちづくり」の施策について

は、地球温暖化防止に関する普及啓発として、オフセット・クレジットの購入により、二酸化炭素排出量の削減に取組むと

共に、他自治体における森林整備に係わる取組みを支援しました。また、新型コロナウイルス感染症に関する事業として、

ワクチン接種等の感染症対策に取組むと共に、区内飲食事業者に対してテイクアウト・デリバリーの実施に要する経費の一

部を補助する等、地域経済の復興に向けての取組みを進めました。 

こうして、３年度予算の執行については、感染症をはじめとする社会環境の著しい変化に的確に対応しながら、限られた

経営資源の下、時機を逸することなく、効率的・効果的な行政サービスの提供に努めました。この結果、３年度の一般会計

は、１２６，１８１，４７８，５６１円の歳出予算を執行しました。 
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１０月の主な地域活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           大和郷幼稚園運動会：私が卒園した大和郷 

                                           幼稚園の運動会に来賓として出席させて頂 

                                           きました。 

文京区消防団合同点検：令和４年度の文京区消防団合同点検が、  

教育の森公園で実施され、消防団の消防操法や災害救出の技法 

等、日頃の訓練の成果が披露されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒込ハロウィンウォークラリー（写真左）：ハロウィンに合わせてウォークラリーが開催され、私も主催者である駒込 

健全育成会のメンバーとして参加させて頂きました。ペタンク大会（写真中央）：ペタンク大会が六義公園運動場で 

開催され、副議長として開会式に参列し、体験でゲームもさせて頂きました。男女平等センターまつり（写真右）： 

飲食コーナ―は自粛されましたが、予定通り男女平等センター祭りが開催され、私は例年通り文京花笠愛好会の

メンバーとして、参加させて頂きました。 

●1965年 12月 13日文京区本駒込にて出生 ●血液型：AB 型 ●星座：射手座 ●大和郷（やまとむら）幼稚園卒 

●文京区立昭和小学校卒 ●文京区立第九中学校卒 ●玉川大学卒 ●家族構成：妻（湯島みつばち４代目） 

●元防衛庁長官（故）衆議院議員中西啓介秘書 ●サラリーマンを経て１９９９年の文京区議会議員選挙に初当選  

●議会での主な役職：副議長、予算委員長、議会運営委員長、建設委員長等を歴任     （当時３３歳最年少当選） 

詳しくは http://www.yamamotokazuhito.comまで！ 

プロフィール 

ご意見・ご要望・お困り事をお聞かせ下さい ＜メールアドレス kazuhito20@nifty.com＞  
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